
■5月に開催した第2回ワークショップには、計38名の方に参加していただきました。

■グループワークでは、豊島公園に欲しい機能やまちの将来像実現に向けた取り組みアイデア等について、発表していただきました。
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第2回曽根駅周辺まちづくりワークショップの概要

会 議 名

開 催 日 時

場 所

参 加 人 数

第2回曽根駅周辺まちづくりワークショップ

令和8（2026）年 5月24日（日） ①10:00～12:00

②14:00～16:00

5月28日（木） ③18:30～20:30

中央公民館

計38名

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 概 要
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グループワークⅠでは、豊島公園に欲しい機能や使い方のアイデアについて、各班から発表していただきました。
各班の意見を集約し、代表的なものを以下にまとめています。
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グループワークⅠの概要

豊島公園にほしい機能

●駅からのアクセス・動線の改善

●こどもの遊び場（遊具・アスレチック等）、児童館

●暑さ対策、屋根付き休憩所、水遊び場

●カフェ、芝生広場、ピクニックスペース

●コワーキング、こどもの勉強スペース

●きれいで安全なトイレの整備（多目的・洋式対応）

●ボール遊びができるスペースの確保

●水遊びエリアの設置（ミスト・遊べる噴水等）

●ランニングコースの整備

●夜でも危なくない散歩コースの整備

●たくさんの植物（緑豊かに）

●図書館と公園の一体化（屋外で読書できるなど）

●飲食、勉強、読書、ミーティング等ができる場所

●他市のような快適で多機能な複合化された図書館

●中央図書館は中央公民館の場所に建設すべき

豊島公園の使い方のアイデア

●子ども向けワークショップ

●多世代が交流できるイベントの実施

●各種イベント（音楽フェス・ダンス大会・キッチンカー・

フリーマーケット・マルシェ・運動会・ファーマーズマー

ケット・農業祭等）

●体験イベント（虫とり・木登り・キャンプ・焚き火・水風

船パーティー・雪遊び・ガーデニング・農作業・ヨガ等）

●防災フェスタ・防災講座の実施

●SNSを活用した情報発信・フォトスポット設置

●民間企業と連携した公園運営・出店

●施設内に多目的に使えるフリースペースを設置

●『ma-zika』行きのバスを増便



グループワークⅡでは、まちの将来像実現に向けた取り組みアイデアについて、各班から発表していただきました。
「市民ができること」と「市ができること」の視点から、代表的な意見を以下にまとめています。
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グループワークⅡの概要

まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市ができること）

●駅から公園・文化施設への動線改善（歩道整備・屋根

設置等）

●公共施設の連携強化（文化芸術センター・図書館等）

●駅前の案内板・デジタルサイネージの整備・活用

●自転車道の整備・完全バリアフリー化の推進

●商店街の活性化支援

●シャトルバス運行など交通アクセスの充実

●夜間イルミネーション・街灯の整備による安全確保

●出店補助金制度の創設・起業サポート施設の設置

●曽根駅南口改札の設置検討

●大学・音楽大学との連携によるまちづくり推進

●こどもも参加できるイベントや居場所づくりの支援

●まちの各所にベンチを設置

●原田しろあと館の活用（平日開館・こどもの居場所）

●イベント用電源の整備

まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市民ができること）

●みんなで地域清掃・美化活動を行うイベント（ゴミ拾

いツアー等）の開催（美化及び市民間の親近感醸成）

●イベント・ワークショップへの積極的な参加

●SNS・口コミでのまちの魅力発信

●地元飲食店・商店の積極的な利用

●花壇の手入れ・植栽の除草ボランティア

●こどもや若者のまちづくり参加を促進

●あいさつ運動

●市民アンケート等を通じた積極的な意見表明

●地域団体間の連携・情報交換

●豊島公園の活用方法を考える市民会議の開催

●こどもが主役の会議の開催

●不要な本を図書館へ寄贈

●こども食堂の実施

●各種イベントの開催（曽根バル・駅前ライブ等）



【豊島公園にほしい機能】

・球場の客席を2～3万規模にし、収益性を高める
・きれいで安全なトイレを多めに作ってほしい
・見え難い場所をなくす（安全の為）
・駐輪場の増設
・駅方向から公園までの道の整備、花壇等
・親子で休める屋根付き休憩所
・コーヒーショップなど
・交通アクセスの改善
・使い易いキレイなトイレ
・球場周囲にランニングコース
・ガーデニングのフィールドワーク
・中央図書館は文化芸術センターすぐ直近に建設すべき
・水が流れる公園（久保公園のイメージ）
・暑さ対策（大きな体育館の様な）
・園児が過ごしやすい場所に
・定期的なアウトドアイベント
・カフェを設ける
・豊中ウォークの拠点にする
・バス駐車場の整備
・仮設校舎に伴う運動会や体育をローズ球場で実施
・中央図書館を豊島公園につくるのは反対
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各班の意見詳細【5月24日（日）10時～12時：1班】

【豊島公園の使い方のアイデア】
・球場は必要なのか
・中央図書館＋αは、豊島公園に必要なのか
・仮設校舎と中央図書館は、同時完成しないと騒音等でお互いに大変
・こどもが夏に遊べる
・こどもでも大丈夫なアスレチックフィールド

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市ができること）】
・中央図書館は地域活性化のキラーコンテンツ。もっと事例勉強してほしい。
・中央図書館は図書館だけの建物にしない。教育委員会だけで決めない。
・岡町商店街どうする？も考えましょう。個別に学校を訪問して意見を集める勢いで、意見収集。
・曽根駅が豊中の中心というアピール（交通関係）
・航空関係モニュメント
・緑地公園とma-zika間、桃山台、江坂、吹田、伊丹のバス増便、図書館連携
・商店街の活性化
・曽根の街の型が固まってきたら、服部天神・岡町・庄内・豊中との連携
・市役所が遠いため、中央図書館に市民課が対応するような出張所の設置（福祉の窓口も）
・まちをキレイにしてくれている方に表彰
・商業者（民間）と連携して開発が必要。
・市の計画や考え方は画一的であるため、商業者の意見を重視
・市の考え方（子育て中心No1）を明確に取り入れる。
・旧ダイエーとヴァイキングビルをどうするか。口を出すためにももう一度関係をつくる。話をする。
・おにクルとか箕面船場等がなぜできたか聞く。市長のトップセールス
・形だけのワークショップはしない。
・北大路魯山人のモニュメントか案内板を設置
・人を集められる施設

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市民ができること）】
・曽根地域の民間業者や市民の意見を聞く
・参加すること（イベント・workshop）
・中学生、高校生、大学生民にも参加してもらう
・市民発表の場を設ける
・町おこし
・似たようなイベントをしている団体と手をつなぎ、規模や内容を充実させる
・市民アンケートを実施による意見表明
・駅周辺に何があるか等表示をもっと増やす

グループワークⅠ グループワークⅡ



【豊島公園にほしい機能】

・遊具の貸し出し
・授乳室。シンクがあるような部屋。
・カフェ（名物になるようになるものがある）
・江坂公園の様な、図書館と公園の一体化
・自由にできる場所（寝る、昼食、音楽を聞く）
・球場の中が周りから見えても面白い
・運動場所（ランニング、いろいろなスペース）
・駅から行きやすく。（歩きやすい、わかりやすい）
・保管場所（着替え、シャワーみたいな）
・おにクルのような場所になってほしい
・金沢の石川県立図書館の様な、目的地になる場所
・カフェを作るのであれば明石公園にあるようなカフェが良い（値段設定が財布に優し
く、ベビーカーも入れる）
・こどもが遊べる噴水や、水遊び用プール。海外ではよくある。
・図書館と児童館の融合。雨の日に子どもを連れていける場所。
・飲食、勉強、読書、ミーティング等ができる、たくさんのベンチとテーブル!!
・公園内通路の整備
・思いっきり投げれる！蹴れる！打てる！場所
・ダンスの練習が出来るところ
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各班の意見詳細【5月24日（日）10時～12時：2班】

【豊島公園の使い方のアイデア】
・高架下の駐車場を明るく、まちに広く開ける。
・多世代が一緒に居られる場。それぞれが居られる場
・南側がちょっと暗いため、明るく。
・生物、植物を感じられる場所
・土の道をもっと歩きやすく。
・遊び場所から一気に図書館内へ
・図書館の中にいろいろ自由に使える場がある
・川、水辺をもっと近くに感じたい。汚い川をキレイに。

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市ができること）】
・駅前の案内板に、地域・公共の情報を流す
・駅西側商店街が活性化に意見出しできるように（ワークショップ？）
・期間限定で店舗が出店できるブースを設ける。
・レンタル自転車の充実
・駅前ロータリーの整備
・こどもも使える自転車レーンの設置で安全確保
・ベンチを増やす
・長い時間滞在できる場所
・緑を増やす、整備
・完全バリアフリー化
・ma-zikaまでの歩道の整備ができると歩きやすい
・自転車ツーリングのしやすい道づくり
・駅周辺の飲食店を利用してSNSなどでPRする。
・駅前開発と公園の連携
・曽根駅周辺の公共施設の連携

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市民ができること）】
・駅前一斉清掃！（市民同士の親近感づくり）
・駅周辺エリアの施設やイベントが表示されている案内板。
・範囲（エリア）を限定したワークショップの開催。
・小学校の連携（PTAの情報交換）
・まちの一員だという自覚を持つ

グループワークⅠ グループワークⅡ



【豊島公園にほしい機能】

・飛行機ウォッチスポット
・みんなで体操できる木陰
・キッチンカースペース
・スケートボード場
・小動物園
・動物にふれあえる場所
・運動できる場所。アスレチック。
・野外でくつろげる場所
・暑い夏に涼める場所
・プチアンテナショップ
・カフェ
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各班の意見詳細【5月24日（日）10時～12時：3班】

【豊島公園の使い方のアイデア】
・大阪国際空港の就航都市の期間限定物産店を、半年サイクルで展開
・来園者に画像アップしてもらえるようなSNSアカウントやコンテストなど
・曽根駅からma-zikaに歩いていく仕掛け（豊島公園活用）
・写真スポットを作ってコアな人を集める
・豊中まつりの継続
・野球場で音楽フェス
・多くの人に集まってもらうPR
・ma-zika行きのバス増便

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市ができること）】
・曽根駅から176号線までの車道のほうが広いので歩道を広くして花を植える
・曽根西側の商店街の道路を一方通行にする
・道路の整備（自転車が走りにくい）
・花がたくさんある道路を整備する
・ma-zikaから、豊島公園、曽根駅、緑地公園までのシャトルバス
・駅やお店に車で送迎しやすい道
・文化施設の連携
・大学とのまちづくりにおける連携

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市民ができること）】
・地元の飲食店の活用
・歩道の植栽帯の除草
・良いとこ見つけと発信
・道路沿いの花壇のお世話
・SNSでの宣伝

グループワークⅠ グループワークⅡ



【豊島公園にほしい機能】

・水遊びのエリア
・公園までの動線
・ランニングコースや散歩コース
・家づくりを考えるスペース（企業連携）
・シェアサイクルポート
・夏の暑いときにしのげる場所
・できるだけ機能を減らしたい。
・ステージ。ローラー滑り台。芝生。
・小さい子ども用の小さい滑り台。
・学校
・図書館は単体ではなく複合に。  
・ボール遊びができるスペース
・お菓子屋さん。商店街。駅。
・芝生は欲しい
・図書館へ行くまでの動線。豊島公園は駅から離れているイメージのため、工夫が必要。  
・図書館自体に民間のカフェ等誘致してみては
・100円均一ショップ。図書館。カフェ。
・緑を豊かにしてほしい。
・子どもたちが自由に遊べる十分な広さのスペース
・茨木市文化・子育て複合施設（おにクル）のような図書館に
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各班の意見詳細【5月24日（日）14時～16時：1班】

【豊島公園の使い方のアイデア】
・小さな菜園が欲しい
・イベント時の催しでくじびき
・父親講座
・自然に触れるイベント（虫取り）
・マルシェ
・カフェでゆっくりマンガを読む
・ローズ球場で運動会
・フリーマーケット
・異文化交流のイベント（アジアフェス等）
・子どもが参加出来るワークショップ
・平日集まってもらう為のイベント開催

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市ができること）】
・公園までの動線。歩きやすい道路。
・婚活イベント。ｍa-zikaで公園巡り。
・阪急に南口改札を作ってもらい、雨に濡れずに文化芸術センターや公園に行けるようにする
・今ある既存施設を複合化多機能化し有効利用する手法を検討する。
・ストリートダンスができるように
・豊中市のシャトルバス
・人を呼び込んで欲しい
・国道176号の曽根交差点の廃業スタンドを新しい施設に
・空港線の新設
・駅前の整備
・ma-zikaでオクトーバーフェス
・自転車道の整備（2026.4道路交通法改正）
・ダイエー＆ヴァイキング跡に公園への通路を作ってほしい。
・100円均一ショップ。文房具屋さん。
・曽根駅の刷新！（デジタルサイネージ）
・曽根駅から文化芸術センターまで屋根

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市民ができること）】
・遊ぶ所やごはん処の共有。（情報共有）
・みんなで町の美化活動（イベントで）
・イベント（おみくじや宝探し）
・曽根駅から国道176号へ抜ける道路沿いの植栽の除草
・まち歩きイベント
・口コミで曽根を広める
・まちに関心をもつこと
・なるべく地域の店で買う
・今ある施設で遊ぶ、つかう。
・「TNN豊中報道。2」必修
・不動産屋で曽根を紹介した簡単な資料を渡す

グループワークⅠ グループワークⅡ

・アスレチック（縦に空間を使う）
・見渡せる遊具エリア
・100階建てのマンション
・電動ミニカー
・人工芝エリア（ピクニック）
・コンビニ
・病院。プール
・遊具（インクルーシブ）
・コワーキングスペース
・カフェ（本を読みながらくつろげる）
・もっと緑を！
・カフェ（出来ればオープンな）



【豊島公園にほしい機能】

・車いす利用者や高齢者にも移動しやすく
・ウォーキングコース、道の整備
・水遊びができる場所。ミスト。
・市民サービス（図書館内）
・きれいなトイレ
・サッカーが出来る場所
・バスケのゴール
・大屋根
・多目的トイレ（洋式）
・テニスコートに日除け
・子どもが思いっきりボール遊びできるスペース
・インドアテニスコート
・家に帰りたくない子どもの勉強スペース
・子ども食堂
・高齢者による紙芝居や絵本の読み聞かせスペース
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各班の意見詳細【5月24日（日）14時～16時：2班】

【豊島公園の使い方のアイデア】
・花見読書等ゆっくりできる広場、空間
・運動したい
・おしゃべり会
・マイナンバーの交付場所
・花が美しく癒される
・ダンス大会

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市ができること）】
・車の送迎用停車場
・曽根駅に南口改札を作る
・街灯を増やして欲しい（曽根駅から郵便局付近まで）
・曽根駅前で自転車が乗りにくくなった。
・曽根駅付近の交通。安全にして欲しい。
・ダイエーのような食品、文具などが揃うスーパーが欲しい。
・塾が西側に少ない。
・Wi-Fiの整備（電波が弱い）
・曽根サマーフェスティバルの拡大
・保育園

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市民ができること）】
・不要になった本を図書館へ
・公園掃除イベント企画
・おいしい店マップの作成
・あいさつ運動
・子ども食堂

グループワークⅠ グループワークⅡ



【豊島公園にほしい機能】

・防音機能。（大声で音楽）
・自然の勉強ができる（虫とか花とか）
・汗が流せるところ
・広く目が楽なところ
・暑くも寒くもない、雨でも晴れでも居れる場所
・平たい広場
・体験型農園
・空調設備
・ボール遊びできる場所
・屋根付きベンチ
・仕事ができるスペース
・カフェ
・ローラースケート場
・屋外で本が読めるスペース
・地面からの噴水
・大きな芝生広場
・ゆったりきれいなトイレ
・涼しいところ！
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各班の意見詳細【5月28日（木）18時半～20時半：1班】

【豊島公園の使い方のアイデア】
・花輪づくり。植え替え体験。 ・花のツアー
・汽車を走らせてほしい ・市民団体による持ち込みプログラム
・放課後に学校の先生と子どもが遊べる場 ・木登り
・スライムパーティー ・水風船パーティー
・色水ぶちまけパーティー ・雪遊び
・薪割り ・早朝ヨガ
・お泊り体験 ・夜中冒険
・流しそうめん ・キャンプ
・モルック大会 ・焚火ナイト
・遊び道具レンタル ・フリーマーケット
・健康相談（プロによる）

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市ができること）】
・市営の安い、取れやすいUFOキャッチャーゲームセンター
・中央コラボ構想（千里コラボや南部ショコラの様な）
・自治会のお祭りを隣町と繋げる
・政治を語れるイベント
・公園までの動線改善
・歩きたくなる道にする
・多目的広場のイベント管理
・情報発信
・市直営の駄菓子屋
・子ども店長の店をつくる
・「空港の入り口」まちづくり
・とりあえず、行動に移してみる（やってみる）
・シール交換所（審判付き）
・1日過ごせる施設をつくる
・音大とコラボ（ミュージカルのまち）
・曽根子ども通貨
・PTAのブロック会議等に無料で使える会議室
・安心の歩行空間（特に西側）
・市長と話す会

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市民ができること）】
・ゴミ拾いツアー
・地元自慢大会できるほどの地元愛を語る
・豊中で買って食べて飲む
・とりあえず、行動に移してみる（やってみる）
・歩く
・友人を誘って歩く
・保護者と行政をつなぐイベント
・応募する
・子どもが主役の会議
・滞在時間を増やす
・文化芸術センター利用者1300人/1回の受皿
・曽根で飲む、食べる！

グループワークⅠ グループワークⅡ

・図書館運営グループ設立
・となりの人に話しかける
・飲食店コラボイベント
・参加する
・まちに人がいつもいるまちづくり
・あいさつ
・第1まちビトと出会う



【豊島公園にほしい機能】

・中央図書館いりますか
・服部図書館つぶさないで
・中央公民館を建替え、図書館と併設
・中央図書館は中央公民館の場所へ
・ローズ球場外野席を作ってほしい
・駅前にカフェがない。ゆっくり過ごせるカフェ
・文房具店
・曽根から公園へのアクセス。坂道が大変。シャトルバスなど。
・ランニングコース
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各班の意見詳細【5月28日（木）18時半～20時半：2班】

【豊島公園の使い方のアイデア】
・市の公園ではあるが、民間が出店できる運営を検討。（利益が出ないと企業は参画しない）
・大型防災フェスタ
・有名歌手を呼んでフェス
・キッチンカー

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市ができること）】
・高齢者と子どもが自然に関われるように
・出店に対する補助金
・夜のイルミネーション
・曽根駅の西側が暗い。道が狭い
・既に実施されていると思いますが、地域で活動されているグループ等への補助金等の支援
・音楽大学と連携して文化芸術センターで市民向けの無料コンサートをする
・おしゃれなトイレ
・老若男女が少し休憩する場所（イスや、コンセントを使える場所）
・民間企業をサポートする施設。曽根で何かしたい人の起業サポート。

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市民ができること）】
・曽根バル開催
・駅前でライブやコンサート
・豊中の文化継承。インスタ映えスポット。
・原田しろあと館を平日も開けてほしい。子どもたちに広げてほしい。
・花の手入れ。水やり。雑草抜き。
・原田しろあと館の活動はひとつのモデルになると思う。
・「しろあとロード」と称し整備し、お店も発展していけば。

グループワークⅠ グループワークⅡ



【豊島公園にほしい機能】

・不登校の子どもの居場所機能
・音楽ができる場所
・引きこもりの方の居場所機能
・テニスショップ。野球ショップ。
・曽根駅付近はファミリー世帯が多いので児童館、キッズスペース、室内遊具、医療フロ
アなどがあるといい。
・ビオトープ
・トイレをかっこよく
・夜の散歩時に暗い
・ローズ球場は高校野球発祥の地！残してください！
・自転車レーンができると助かります。
・図書館の中に防災が学べる所
・今みたいな花壇
・図書館の中に環境について学べる所
・箕面市のような図書館にしてほしい
・ベビーカー、車いすなどが通りやすい道
・水遊びができる場所
・花とみどりの相談所
・バラのある噴水
・児童館（屋内で遊べるところ）
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各班の意見詳細【5月28日（木）18時半～20時半：3班】

【豊島公園の使い方のアイデア】
・ファーマーズマーケット×音楽のコラボ
・農業祭
・建物の中に選別されたゴミ箱を入れて外観を美しくする
・野外コンサート（球場利用など）
・One of a kind show（手作りマーケット）
・寄せ植え講座
・防災講座
・ポイント制が進んでいるが、そのポイントを学校教育に利用しては！
・環境学習が出来る
・冬は球場内にスケートリンクを作る

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市ができること）】
・文化芸術センターを防災時の避難所に指定してほしい
・自習ができる場所づくり
・市の施設利用者に割引券を渡す
・音楽コンサートをするための電源の整備
・曽根駅西側のそね坂の整備
・服部天神駅と曽根駅に南口改札を作る！！
・自転車置き場が少ない
・自転車がまだまだ走りづらいため、道路整備

【まちの将来像実現に向けた取り組みアイデア（市民ができること）】
・良い公園施設が出来たらたくさん利用する
・エコフレンドリーを意識し、行動変容
・豊島公園活用会議とかで使い方を考える
・盆踊り
・各種イベントの企画・運営

グループワークⅠ グループワークⅡ
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